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　森林総合研究所林木育種センターは、前身となる

国立中央林木育種場等が昭和32年に設置されてか

ら、本年で設立65周年を迎えました。

　この間、全国に配置された育種場とともに、森林

管理局（国有林）や都道府県等との連携のもと、成

長・形質の優れた品種や病虫害・気象害に強い品

種、花粉症対策品種等の開発を進めるとともに、こ

れら品種開発等の育種素材や希少な種等の林木遺

伝資源の収集・保存、林木育種の海外協力などに取

り組んで参りました。

　その成果として、林業で植林されるスギ・ヒノキ

などの山行苗木は、既にそのほとんどを精英樹の

種穂から生産された苗木が占めるようになってお

り、さらに最近では平成23年から選抜を進め都道

府県等への原種配布を進めてきた第２世代の精英

樹（第２世代以降の精英樹をエリートツリーと呼

ぶ）や、これらの中で一定の基準を満たして農林水

産大臣により指定された「特定母樹」から生産され

る山行苗木も徐々に出荷されるようになってきた

ところです。

　改めてこの65年間を振り返ってみると、育種技術

を巡っては様々なめざましい進展がありました。な

かでも、大きな成果の一つとして挙げられるのは、

育種サイクルの短縮だと考えています。

　通常、品種改良等の育種を行う際には、形質の改

良効果を評価するために、利用時期まで育てた上で

形質等を計測する必要があります。スギなど、伐採・

利用できるようになるまでに植栽してから数十年

もの長い期間を要する林木では、少なくとも利用時

期（伐期）の半分程度、すなわち20～30年程度は育

てながら計測をする必要がありました。このため、

育種には非常に長い年月を必要としてきました。

　しかし、第１世代精英樹について、何十年にもわ

たり地道に計測を繰り返してデータを蓄積したお

かげで、15年程度での形質調査結果と壮年（30年

頃）の形質調査結果の相関が高いことが科学的に立

証され、第2世代の精英樹の選抜のための評価は15

年程度で実施できるようになりました。このような

育種サイクルの短縮にかかる調査・研究の成果が実

際の事業に貢献し、現在エリートツリーの原種配布

が本格化しているところです。

　そして、現在、このサイクルのさらなる短縮にむ

けて技術開発研究の取組を進めています。ゲノム情

報と形質とを関連付けることで、苗木の葉等から取

得できるゲノム情報を活用して形質を早期に予測

しようとする取組です。現時点では、予測精度を高

めるための様々な研究を進めているところで、まだ

まだ多くの課題がありますが、今後、精度よく形質

の予測ができるようになれば、品種改良のスピード

が一段と加速することが期待されます。

　林木育種センターでは、このような研究・技術開

発を進めながら、今後も、社会のニーズに対応した

優れた林木の系統・品種の開発に一層邁進していく

こととしておりますので、関係者各位のご理解ご協

力をお願い申し上げるとともに、今後の私どもの取

組に、是非、ご期待ください。
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1. 背景

　CO2等の温室効果ガスの増加による気候変動は

国際的に大きな課題となっており、この問題への

対応として、CO2の排出量と吸収量を均衡させる

カーボンニュートラル、更には、CO2削減（ビヨン

ド・ゼロ）を達成することが求められています。森

林は炭素吸収源として大きな役割を果たしてお

り、森林によるCO2吸収量拡大に向けた林木育種

面での取組として、林木の育種期間を大幅に短縮

し、炭素貯留能力に優れた樹木の開発を進めてい

ます。

2. 炭素貯留の場

　樹木における炭素貯留の場、すなわち、地上部に

存在する豊富なバイオリソースとして、樹木にお

ける木部組織の細胞壁が挙げられます。細胞壁の

バイオマテリアルとしての利用性を向上させるた

め、細胞壁形成の分子機構に関する研究が盛んに

行われており、ここ数十年で、モデル植物等で細胞

壁形成に関わる転写因子群や酵素等に関する理解

が深まっています。一方で、樹木、特に針葉樹では

細胞壁形成の分子機構の解明は進んでいません。

炭素貯留能力に優れた樹木の開発には、樹木にお

ける細胞壁形成の分子機構の解明が重要になって

きます。

3. 異所的な維管束細胞誘導系

　細胞壁の形成機構に関する研究の一つに、モデ

ル植物シロイヌナズナの子葉を用いて、葉肉細胞

から維管束を構成する道管および篩管の細胞を作

り出す方法「Vascular Cell Induction Culture 

System Using Arabidopsis Leaves（VISUAL）」

が開発されています（Kondo et al., 2016）。この方

法では、維管束幹細胞から木部や篩部組織を人為

的に誘導でき、経時的に細胞の変化を調べること

ができます。また、トランスクリプトーム解析、イ

メージング解析、プロテオーム解析などを組み合

わせることで木部や篩部への分化を制御する遺伝

子やタンパク質を同定することが可能です。シロ

イヌナズナで確立された維管束細胞誘導系

（VISUAL）を樹木で開発することができれば、樹

木の細胞壁形成を制御している転写因子群や生合

成酵素の探索が可能となります。

4. おわりに

　現在は、スギ等の林木でVISUALを確立するた

め研究を進めており、最終的には炭素貯留能力に

優れた樹木の開発に繋げたいと考えています。

（森林バイオ研究センター　佐藤　良介）

異所的な維管束細胞誘導システムを用いた

樹木の細胞壁形成過程で機能する分子機構へのアプローチ

間
伐は みどりを育てる

深呼

吸

写真 「シロイヌナズナのVISUAL実験」

写真左側は維管束細胞を誘導していない結果であり、

右側は維管束細胞を誘導した結果である。また写真は

リグニン（二次細胞壁）を染色したものを示しており、

誘導処理を行った子葉では葉肉細胞が維管束細胞に

再分化している。
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　令和４年３月に、原種苗木の安定供給のため

の特定母樹等育成温室を建設しました。この

温室は４つの育成温室と１つの準備室、出荷ま

で原種苗木を長期貯蔵するための２つの大型

冷凍コンテナで構成されています。


